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３
月
15
日
に
、
東
武
伊
勢
崎
線
竹

ノ
塚
駅
構
内
第
37
号
踏
切
に
お
い
て
、

死
傷
事
故
が
発
生
し
、
尊
い
人
命
が

失
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
住

民
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。 

こ
の
踏
切
は
、
足
立
区
道
足
立
２ 

号
線（
通
称

赤
山
街
道
）と
平
面
交

差
し
て
お
り
、
日
常
的
に
歩
行
者
、

自
転
車
及
び
自
動
車
等
の
通
行
量
が

非
常
に
多
く
、
地
域
住
民
の
円
滑
な

交
通
を
阻
害
す
る
原
因
と
な
っ
て
い

る
。 

　
特
に
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
、

１
時
間
の
う
ち
50
分
以
上
遮
断
機
が

下
り
て
い
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
開

か
ず
の
踏
切
」
で
あ
り
、
交
通
渋
滞

の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。
地
域
住

民
は
従
前
か
ら
開
か
ず
の
踏
切
の
解

消
や
地
域
分
断
の
解
消
を
強
く
求
め

る
署
名
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

　
平
成
13
年
に
は
、区
、東
京
都
及
び

東
武
鉄
道
に
よ
り
「
竹
ノ
塚
駅
周
辺

地
域
道
路
・
鉄
道
立
体
化
検
討
会
」

を
設
立
し
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、

鉄
道
の
高
架
化
を
希
望
す
る
区
と
東

京
都
の
間
で
具
体
的
な
進
展
が
み
ら

れ
て
い
な
い
。 

　
一
方
、
東
京
都
は
昨
年
、
踏
切
対

策
基
本
方
針
の
中
で
、
東
武
伊
勢
崎

線
竹
ノ
塚
駅
付
近
を
「
鉄
道
立
体
化

の
検
討
対
象
区
間
」
と
し
て
位
置
付

け
、
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。 

　
今
回
の
事
故
は
、
安
全
上
の
配
慮

か
ら
手
動
化
し
て
い
た
踏
切
現
場
で

の
人
為
的
ミ
ス
に
よ
る
事
故
で
あ
り
、

鉄
道
事
業
者
の
責
任
は
極
め
て
重
大

で
あ
る
。 

　
現
在
、
警
察
及
び
鉄
道
事
故
調
査

委
員
会
に
お
い
て
、
事
実
関
係
の
把

握
と
事
故
原
因
の
究
明
に
あ
た
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
度
と
こ

の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
万
全
な
安
全
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
鉄
道
高
架
化

の
早
期
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
及

び
東
京
都
に
対
し
、
区
民
生
活
と
交

通
の
安
全
確
保
及
び
渋
滞
解
消
の
た

め
に
、
当
該
地
区
の
鉄
道
高
架
化
を

早
期
に
実
現
す
る
よ
う
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。 

（
国
土
交
通
大
臣
、
東
京
都
知
事 

あ
て
） 

           

　
政
府
は
、
平
成
16
年
に
「
２
０
０

７
年
に
日
本
郵
政
公
社
を
民
営
化
し
、

移
行
期
を
経
て
、
最
終
的
な
民
営
化

を
実
現
す
る
」
と
郵
政
民
営
化
の
基

本
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
。 

　
郵
便
事
業
が
民
営
化
さ
れ
る
と
、

公
共
性
の
高
い
事
業
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
収
益
性
の
高
い
都
市
部

に
事
業
が
集
中
し
、
都
市
と
地
方
と

の
間
で
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
が
生
じ
、

全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き

る
か
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
合
理
性
・
採
算
性
が
重
視

さ
れ
、
生
活
に
身
近
な
郵
便
局
が
統

廃
合
等
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。 

        

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
民
営
化
に
つ
い
て

は
、
郵
政
事
業
の
果
た
す
公
共
的
・

社
会
的
役
割
の
重
要
性
を
考
慮
し
た

上
で
、
慎
重
か
つ
十
分
な
議
論
を
尽

く
す
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

（
衆
・
参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経
済
財
政

政
策
担
当
大
臣
、
郵
政
民
営
化
担
当

大
臣
あ
て
） 

   

　
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、

学
習
障
害
な
ど
、
発
達
障
害
へ
の
対

応
が
緊
急
課
題
に
な
っ
て
い
る
。 

　
「
発
達
障
害
者
支
援
法
」
が
平
成

17
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。
こ
の

法
律
に
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
の

責
務
と
し
て
、
発
達
障
害
の
早
期
発

見
や
支
援
等
に
つ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
じ
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

　
国
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
発
達
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と

し
て
い
る
が
、
よ
り
き
め
細
か
な
支

援
対
策
を
実
施
す
る
に
は
、
市
区
町

村
の
役
割
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
下
記
事
項
を
早
急
に
実
施
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

　
　
　
　
　
　
記 

１
　
各
市
区
町
村
の
支
援
体
制
を
整

備
す
る
際
に
、
財
政
支
援
を
講
じ

る
こ
と 

２
　
発
達
障
害
の
早
期
発
見
に
向
け

て
、
乳
幼
児
健
診
の
充
実
と
、
新

た
な
児
童
健
診
制
度
や
就
学
時
健

診
制
度
を
確
立
す
る
こ
と 

３
　
保
育
園
、
幼
稚
園
、
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
に
お
け
る
発
達

障
害
児
の
受
け
入
れ
と
、
指
導
員

の
養
成
・
配
置
を
す
る
こ
と 

４
　
雇
用
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を

配
置
す
る
こ
と 

５
　
専
門
医
の
養
成
並
び
に
人
材
の

確
保
を
図
る
こ
と 

６
　
発
達
障
害
児（
者
）へ
の
理
解
の

普
及
、
意
識
啓
発
の
推
進 

（
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

あ
て
） 

　
　
　
以
上
３
件
、
３
月
24
日
議
決 

  

  

郵
政
事
業
の
民
営
化
に 

関
す
る
意
見
書 

発
達
障
害
児
（
者
）
に
対
す
る 

支
援
促
進
を
求
め
る
意
見
書 

東
武
伊
勢
崎
線
竹
ノ
塚
駅
付
近
の 

鉄
道
高
架
化
を
求
め
る
意
見
書 

平成16年度　請求件数及び処理状況 
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